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補蕴網を片乎に近所の森を漫步して居ると，罔もあやなる派手麥の雄大な3 
ガネグモが見つかつた。標本に恰好•と捕らうとすると，何とをの周園に見すげ 
らしいををした雄が6西おしるしばかりの網を張つて取りまいて居るのだ0 

見ると,.どれもこれも滿をに8本の肢を持つた-映は居ない。若しも蜘蛾の肢 
が4本だつをらどんなだらう。蜘蛾にして見れば澤山の肢をつけて下さつた神 
樣に感謝しなければなるまい0 

餘談はさて置き，これは面白いと出した手を引をめて見物することにした。 

1巧の雄がブルブルと腹を震はせをかと思ふと.興奮した様に雌に近づいた 
まるでル學生が薇綱に立巧ふ礫な^ントラストである。雌〇腹に離©陳が觸れ 
たかと思ふと，雌の長い肢は哀れな雄の頭をボカツと打ちのめして居るのだ。 
斯うなると誠に意氣地のないもので，スゴスゴと自みの網に戾つて巧 < のであ 
る。すると又代り合ひましで新手が武者震ひしてはやつて來る。をしでポカン 
である0何と云ふ意氣地の無い奴等でをらう力>……と憤慨して見ても巧手は見 
上げる樣な大娘である。蜘蛛の世がのか尊興卑は極端である0をんなにまでし 
て雄を虐待する位なら單性生殖でもやればい、のにをれも出來ないらしい〇何 
と云ふ矛盾した世界であらうか0 

彼等の巧動を目擊した我々男性たるもの義憐を感ぜずには居られんとばかり 
ホづ大娘をつかまへて毒曝へほりをむと共に意氣地無しの野郞共にもお供を仰 
せつけた0 
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顾みれば 人閒祖 會にもどうやら蜘蛛にがた薇なのがあるようである3 

雌に雜き締められた雄 

鴻〇 をへ 採集に行つたが.見事な コガネ グモが見つかつたので捕らうとする 
と，をの網に雄が來て居るのに氣がついを。しばら < 見て居る巧に何回もの打 
擊を受け乍らもよ < ねばつて遂に腹部に達して觸鬚を挿し送んだ。を〇刹那雌 
は今迄食つて居た區蟲と共に雄をグルグル捲きにしてしまつを。巧い縣をを身 
にかけられた哀れな雄は逃れやうともがいて見たがをの甲斐な<，をはや毒ず 
に攝らうとしを瞬間私の手は祖者を毒曝に投け込んでしまつをのだ。今猶雄蜘 
蛛の哀れなをは標本箱に雌の殘酷を物說つて居る。 

蜘蛛 釣 リ 

ハシリグ带 Dolomedes raptor お〇こ、?- (‘t Str . はリ1岸等に居て中々補りに< い 
やりをこなふとか底へ潜り込む始末の惡いがであるう;，をこで--萊を案じた〇 
が"蜘蛛釣り’’の方法で，これは絲の先にをきを逗蟲をしばりつけて，ハシリ 
グモの居さうな水面を流してやると，をれを見つけて‘しがみつぐから，靜かに 
引上げて網で受けるのである 0 

チウ ガタ 3 ガネダモの 採集記錄 

岸田巧におればチウガタコガネグモ Coganargiope aetherea Walckeuaer 〇 
本州にがけるみ布は埼玉縣が北限とのことである。筆者は前後2回しか發見し 
で居ないが，*-つは同機埼玉縣ではあるが-^@蛋で聚京膊とをふ阳口觀音附近 
のきはどい處で發话し，他はずつと離れを千葉縣市川ホ鴻ノな附近の栋閒で 
ある。何れはぉ膝元からを發見されるに違ひない。 

〔御願ひ〕ァカオニグモとコヶオニグモの生品を御送り下さい。 2頭宛御送り下-され 
ばI頭は乾式標本にして御返 L 致します0 
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